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高知県におけるクロバネアリガタハネカクシの初記録 
 

辻󠄀 雄介 1・近藤英文 1 
 

1株式会社 相愛 

種の記録 

Staphylinidae ハネカクシ科 

Oedichirus lewisius Sharp, 1874  

クロバネアリガタハネカクシ（写真 1） 

標本 採集年月日：2023 年 11 月 17 日．採集場所：

高知県四万十市具同（四万十市トンボ自然公園）．採

集方法：篩採り．採集数：1♂．採集者：辻󠄀 雄介・近藤

英文．標本保管：株式会社相愛内（乾燥）．体長：

7.0mm． 

種の特徴 

採集個体は上翅が前胸背板と同長であること（写真

1A），前胸背板は後方へ強く狭まり，中央両側に 6－

7対の不規則な粗点刻列を備え，側方にも 3－4対の

点刻列をもつこと（写真 1B），および雄交尾器（写真

1C，D）の形態（特に中央片の輪郭部）が上野ほか

（1985）および Rougemont（2018）で示されたクロバネ

アリガタハネカクシの特徴と一致したことから，本種と

同定した． 

備考 

本個体は高知県西部に位置する四万十市トンボ自然

公園の照葉樹林内から採集された．なお，本公園内

では原則，昆虫を含む動植物の採集は禁止されてい

るため，本調査は，当公園を管理している公益社団

法人トンボと自然を考える会から許可を得て実施して

いる． これまで高知県下における本種の公式な記録

は見当たらず，本報が初めての記録になると思われ

る。 
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写真１ Oedichirus lewisius Sharp, 1874 クロバネアリガタハネカクシ♂  

A：全形，B：前胸背板，C：雄交尾器（側面），D：雄交尾器（正面） 
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